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親子関係の心理学的研究(第13報)
一一親の過保護 ・甘やかしの態度と子どもの性格特性及び地域差の問題一一
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BY Yoshinari Murao AND Sachiko Hata 
目的
殺の過度に子どもを保護しすぎる態度や甘やかしの態度が，子どもの性格特性に及ぼす影響と，同
時に居住地域や職業の相違が親の子どもに対する考え方や態度に，また， 子ども自身の性格に及ぼす
影響をみようとした。
手続及び方法
1) 調査地爆の選択 児童数も多く，地区としてまとまりがあり，しかも，その特徴を顕著iζ表わ
しており，他地域との混同が少く，また，親の子どもに対する態度も比較的関心が強く，積極的であ
ると，患はれる住宅地域 (H)と商庖街地域 (S)を選んだ。住宅地域として大阪市中心部にある団
地，商庖街として大阪市北部のターミナル附近の商庖衝を選んだ。
2) 対象児童及び親の選択 調査に使用する性格検査の質問項目の理解可能性の必要と低学年に比
対象者数
較して性格のー
応、の固定化がみ
られるととからh;変更12
女計 男勾13仁41 女Z13K0 7
小学校6年生を
女男
対象とした。
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住者の子どもが通学している市立小学校生である。地区の明確な類型化を試みるために，商庖街では
自家営業のものの，住宅地では会社員または公務員の子弟lζ隈ったが，それぞれ欠損及び檀合家庭を
含んでいる。対象人員は第1表の通りである。
3) 調査方法 殺の過保護 ・甘やかしの態度または考え方を，各態度13項目づっ，計26項目からな
る4段階調定の質問紙で調査した。質問項目は，石黒らの調査項目ωより10項目，稲田ωより 3項目
PARI (的より7項目， それぞれ目的に適合すると考えら.れる項目と自作の6項目からなっている。
6才から12才の児童の親13名iζ予備検査を行ったが，質問の理解度，反応の一義性，分布等から妥当
だと考えられたので本調査に使用した。また，過保護，甘やかしの態度の全般的な親の養育態度との
関係を見るために，中西 ・ラドケの親K対する質問項目tめを使用した。
子どもの性格特性の検査には矢田部 ・ギルフォード性格検査 (YG)小学生用を使用した。なほ補
足として，子どもの家庭の生活環境を13項目について悶査した。調査は岡和36年7月14自に親に対す
る質問紙を学校を通じて各児童家庭に配布し，7月19日に回収した。同期間中に子どもの性格検査を
当該小学校において集団施行した。
結果と考察
1.過保積 ・甘やかしの態度について
1) 過保護・甘やかしの親を選び出すために，各13項目を「非常にある」を 4， i全然ない」を1
として点数化し，それぞれの平均より， lSD以上のものを過度の保護 (A)，甘やかし (Aつとし
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第2表 過保鐙・甘やかしの群別人員( )内は必
甘やかし
10 I 49 I 12 
過保護 ο4.朗)I (69. 01) I (16.90) 
15 I 46 I 10 
(21.13) I (64.79) I (14.08) 
尺度で，過保護群の子どもがそうでない群よりも服従的である側向がみられた (A， M=2.5， SD君
1.28 ; B， M =3. 5， SD=1.倒，t=1. 923， 0.10>p>0.侃)。乙れは， Symonds 仰の受容ー拒否， 支配
一服従の直交図中における過保護の関係と一致するとみられる。甘やかし態度の方には有意な平均差
はみられなかった。つぎに，親の態度が中閣のもの (C，C勺と上下にずれている群 (A，A勺 ( 
B， B')との比較では，過保護群のA群とC群に，劣等感 (A，M=3.3， SD=1.01; C， M=2.4， SD 
=1.白， t=2.274， p<O.05) ，服従的 (A，M=2.5，SD=1.28; C， M=3.4， SD=0.97 t=2.619， p<0.02 
)の2尺度に有意な差がみられた。殺の過保護の子どもに，中間群より劣等感が大であり，服従的で
ある結果であった。過保護の場合の劣等感については依田の所説と一致している。
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3) 中西 ・ラドケの親の態度との関係については，中酒 ・ラドケの質問紙の反応を，中西(3)の4つ
の因子ー に分け4段階評定の結果を+またはーの得点を与え，その平均値を比較した。有意な差の認め
られたのは，甘やかし態度群で，因子I(許容的一非許容的.AぺM=4.4，SO=1.93;B'M=0.9， SO 
=3.21，コクラン ・コックス法， p <0.05) についてであった。 甘やかしの多いものは許容的であると
いう結果である。
4) 父母間，子どもの男女間 過保護 ・甘やかしの態度の質問と中西 ・ラドケの質問の結果につい
て，父母間および児童の男女聞の差を，それぞれの平均値を中心に上下に分け，x2一検定，連合係数
CIとより検討したが，有意な関係のみられたのは，過保護 ・甘やかしの質問κおいて，S群の過保護
の母親の男女に対する態度 (ジ=6.902， p<0.01 )であり，女子に対してが男子に対するおりも過保
護的であった。H群では有意な関係はみられなかった。中西 ・ラドケの質問では.H詳の 「大人らし
さ一子どもらしさの奨励」の女子に対する態度(ジ=7. 406， p<O.Ol， C=0.551 )で母親は父親より
女子に対して男子よりも大人ら しさを奨励するが，父親は逆の関係にある ζ とがみられた。
以上の結果から， 親の態度が過保護の方が甘やかしすぎより， 子どもの性絡特性に及ぼす影響が大
きく，また，過保護の方がそうでない場合よりも一般にその子どもの特性がよくないが，乙れらは
Symondsらの結果と一致する。甘やかしすぎの親は，そうでない親に比較して許容的であるととは
考えられる ζとで，乙れも Symondsの直交図の受容の(+)函iζ位置づけられている点と一致し
た，妥当な結果とみられる。
E 住宅地と商庖街の差
1) 過保護 ・甘やかしの質問では岡地域に有志差はなく，また，男女別に対する態度にも有意差は
認められない。
2) 中西 ・ラトケの質問では，地域別に両親聞の平均値を比較すると， H群においては父母聞に有
意差はなく， S群において因子町(許容的一非許容的〉 に有意差(父， M=2.7， SO=3.01 ;母， M= 
5.3， SO=2.22， t=3.024， pく0.01)がみられた。母親が父親より，許容的だとみられる。 ζの結果は
稲田ωの結果と一致している。H群では，乙のような傾向はみられない。H群の方が両親の子どもに
対する態度が一致しているという ζとが考えられるが，両地域の子どもに対する接触の違いによるも
のであろう。両地域の差では，父親の権威的一民主的 (S，M=2.4， SO=3.81; H. M=5.1， SO=2.40 
t=2.979 ; p<0.01 )と許容的ー非許容的 (S，M=2.7， SO=3.1 ;H， M=4.3， SO=1.4. コクラン
・コックス法，t<O.05 )に有意差が認められた。
H群の父親が，S群よりも権威的であると同時に許容的であるという結果で，逆にS群の父親が，
より民主的であるが，非許容的である結果であった。子どもとの接触の仕方，しつけに対する他の態
度，さらには社会的価値体系にもとづく子どもへの期待などで，一見矛盾した態度が表はれる ものと
解釈されよう。
3) 性格特性の男女差，地域差 性格検査の結果を，居住地刃1]ζ得点の平均値で比較すると，
H群では男女聞に差がなく， S群の神経質(男， M=2.8， S.O=O.98;女，M=3.5， SO=1.07， t=2.084 
p<0.05) ，協調性(男， M=2.7， SO=O.95;女， M=3.5， S.0=1.16， t=2.お5，p<0.05 ) IC有意差が
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みられ，s群の男子は女子に比較して，よむ神経質でなく ，協調的であるという結果であった。つぎ
に男女別に両地域閣の差をみると，男子においては有意な地域差はなく，女子のD (抑うつ性)， N 
(神経質)， 0 (客観的一主観的)
， Co (協調性)， G (活動性)
に有意な地域差がみられた。各尺
度の平均値は第3表の通り。
S群の女子が，住宅地に比して，
抑うつ性が大で，神経質で，より
主観的で，非協調的，また非活動的
であるという結果を示している。
男女に関係なし地域差をみると
有意な差の認められたのは， D， 
N，Oの各尺度で，その結果は第
4表の通りであった。 S群の方が
住宅地に比して，より抑うつ的で
神経質でありまた主観的である結
果を示している。
第3表 女子の住居地域と性格特性
性格 一(S~ I 住居地群 ω平均値~ 平均値 Is， D t 特性
D 3.3 1.08 2.3 0.96 4.467 
N 3.5 1. 07 2.4 0.96 2.246 。 3.3 1. 00 2.4 0.84 2.313 
Co 3.5 1.16 2.2 0.98 3.552 
G 2.5 0.86 3.3 O. 75 3.149 
第4表 住居地域と性格.特性(男女合計)
住宅地群 (H)
特 性 平均値 IS D 平均値 IS D 
D 3.0 1.11 2.3 1. 00 2.494 
N 3.1 1. 07 2.3 0.92 3.228 。 3.2 0.92 2.5 0.91 3.123 
p 
p<O.Ol 
p<0.010 
p<0.05 
p<O.Ol 
p<O.Ol 
p 
p<0.02 
p<O.Ol 
p<O.Ol 
以上の結果から，男女とも，住宅地l乙居住する子どもの方が，商庖街i乙居住する子どもより，よりよ
い性格特性をもっと考えられるが，これを直ちに居住地域の差と解ーすることは危険であるが，家庭の
生活環境の調査の結果とも伴せて，少くとも，子どもの生活の対人関係の場としては，住宅地の方が
適していると考えられよう。
町家庭の生活環境の調査(無回答2名) 両親については，実父母共にそろっているものが殆ん
どであるが，欠損家庭はS群(父のみ，2名;母のみ，6名)がH群(父のみ，1名)より多い。両親
の在宅状況は，片方が家をよくあける，別居でS群 (6名)がH群(1名)より多い。母親の家事以
外の仕事の有無は約半数 (29名)が持っており， 全くないものは31名で， S， H両群l乙差はない。家
族以外の同居人はH群 c1名)にほとんどいないのに，s霊平ではほとんど同居人がいる。 S群中それ
らの同居人と接触のないものは2名にすぎなかった。同胞数は平均1.92人で，S群 (2.1人)がわずか
H群 (1.6人)より多い。租父母の同居では， s群 (祖父母3，祖父1. 祖母6)でH群(祖父1)よ
り圧倒的に多い。
以上は職業上の，住居の規模，構造の違いによるものであろうが，いずれも，s群の子どもが，H
群に比してより複雑な人間関係、を持っているといえ，それが子どもに及ぼす影響も複雑であると考え
られるが，この分析は別の機会にゆずる。
以上の諸結果は，過保護 ・甘やかしの態度とそうでない態度には明瞭な差の一義的な傾向は認めら
れなかったが，居住地域閣の差は，ある面においてかなりみれた。しかし，その結果のすべてが，居
住地域の特質の差による ものかは，生活している子どもをとりまく， より広い諸条件の吟味をまたね
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ばならない。
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SUMMARY 
The pr白 ent study was designed to investigate the effects of parental attitude， 
especially overprotected and indulgent， and of residential紅白son the personality traits 
and on the adjustment of children， by the questionnaire method. Two groups of the 
sixth grade children and their parents， in the residential area (H) and in the co 
mmercial area (5)， were used as subjects， consisting of 28 children in the H group and 
43 children in the 5 group. Yatabe-Guilford Personality Inventry was administered to 
the children. Radke-type parental attitude inventry， an inventry of overprotective 
(0)ーindulgent(1) attitude toward children as a subscale， and a survey of the living 
environment were administered to the parents. The 0-1 subscale each consisted of 
13 items witb four point-scales. The parents of the both groups were selected on the 
basis of high， middle and low scor白 onthe 0-1 scale. The results are as follows: 
(1) The mothers with a high O-score in the 5 group were more overprotetive to 
girls than to boys， although significant differences in this relation were not found in 
fathers in the 5 group and also the parents in the H group. 
(2) 1n regard to general parental attitude， the parents with a high I-soore were m -re 
permissive than the parents with a low I-sc re， and m')thers in the H gr up had more 
adulting attitude to boys than girls， but this relatir n was reversed with the fathers. 
(3) As to the personality traits， the highlly overprotected children were more obedi-
ent thωe less pr tected， and the former had more inferiority feeling and were less 
submissive than the children under a moderate prutection. 
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(4) As to the parent's overprotective and indulgent attitude， there was no reliable 
residental difference between H and S ar伺 ，and no significant difference of patent' s 
attitude to th~ bo出 sexesof children in esch area. From the result of gen.!ral attitude 
of the parents， there was no signjficant b ~tween fathers' and mothers' attitude in the 
H group， although the mother was more permissive to children than the father in the 
S group. so parental attitude of the H group was more congruent that that of the S 
group. 
(5) As to the p、rsonalitytraits， t、rewas no sex difference in th、H group， but 
the boys of the S group were Iess nervous and more cooperative than the girls. No signifi-
cant r<!sidential difference was found among tl-e boys in both group， but t':e girls of 
the S group were more passive， nervous， lacked in obj ctivèn~ss， 1ョsscoop:rative and 
activ~ than the girls of th~ H group. 
(6) As to th~ rξsid~ntiaI differenc~ of g !n:ral parmtal attitudむ themoth-;rs of the 
both groups ShOWed no significant differ，mces， aIthough the fathεrs of th:! H group 
had more authoritarian and p~rmissive attitud: than th:! fathさrsof the S group. 
(7) From th.! p!rsonality adjustm叩tcharact~ristics of the childr伺 asindicated by 
score in the personality inventry， its ~ems that influencse of parental attitude and 
Iiving environment of the H group were more suitable 00 the childrene's personality 
developmeot than those of the S group. 
( 16 ) 
